
開 講 講 座 一 覧

受講申し込みは、電話・QRコードからお申込みください。

・申し込み〆切 第1回：6月16日（木）／第2回：6月23日（木）／
第3回：6月30日（木） ※先着順

・申し込み先 香美市教育委員会生涯学習振興課 担当：小林

TEL:0887-53-1082 FAX：0887-53-5226

募集定員
-各クラス-

受講料

令和４年度

高知大学出前公開講座

日程：令和４年６月18日（土）～７月２日（土）

高知大学人文社会科学部 准教授
みやざと おさむ

宮里 修

くもん ふじお

公文 富士夫高知大学海洋コア総合研究センター 客員教授

〔観光案内所 龍河荘『ぐる里』１階〕

〔猪野々集会所〕

- 応募フォーム -

高知大学人文社会科学部 教授
たぐさり かずま

田鎖 数馬

〔観光案内所 龍河荘『ぐる里』１階〕

高知大学海洋コア総合研究センター 特任助教
おくむら ともよ

奥村 知世

※別途入洞料が必要です（本講座特別料金：大人600円／小・中学生350円）

※別途入洞料が必要です（本講座特別料金：大人600円／小・中学生350円）



講座題目・講師一覧

開催日 時間 講座の内容と講師

第１回

６月18日
（土）

10：00
～ 開 講 式 （香美市長 依光晃一郎）

10：10
～

12：00

題目 前半『石灰岩の洞（鍾乳洞）はどのようにしてできるのか』
後半『鍾乳石・石筍が記録する長期間の気候変動』

講師 公文 富士夫
奥村 知世

講演の前半では、石灰岩中の洞窟の形成過程を段階的に示したうえで、その空洞の中につ
らら石や石筍（せきじゅん）、フローストーンができる過程を説明します。話の「肝」は、
ある標高に空洞とそのつながりがあることは、ある時期に長期間にわたって地下水が安定し
て流れた結果であるということです。時間の経過（歴史性）を鍾乳洞の標高の違いから読み
取ることができます。
講演の後半では、石筍（地面から筍のように上へと成長する鍾乳石）の化学分析から気候

変動を読み解く研究について、わかりやすく解説し、龍河洞で進めている研究プロジェクト
について紹介します。

第２回

６月25日
（土）

10：00
～

12：00

題目 『龍河洞洞穴遺跡の時代』 講師 宮里 修

定住と農耕の生活がすっかり定着した弥生時代にあって、なぜ不便そうな洞穴生活がおこ
なわれたのか。この疑問を解くヒントは、弥生社会の止まらぬ拡大に求められそうです。龍
河洞や他の洞穴遺跡が現れた時期にみられる、集落の拡大・拡散、鉄器の流通、海上交通と
交易仲介者などに注目して、龍河洞とその時代について考えます。

第3回

７月２日
（土）

10：30
～

11：50

題目
『パンの会に参加した作家たち―木下杢太郎、吉井勇、谷﨑
潤一郎』

講師 田鎖 数馬

パンの会は、自然主義文学が全盛を誇っていた明治時代末期において、木下杢太郎（戯曲
家、詩人、小説家、医学博士）が発足させた、耽美主義的な文芸運動の拠点となる談話会で
す。本講義では、このパンの会に参加していた木下杢太郎、吉井勇、谷﨑潤一郎の、同会と
関わる作品を取り上げ、解説します。

～
12：00 閉 講 式 （香美市教育長 白川景子）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、状況によりオンライン開催または中止とさせてい
ただく場合があります。

※当日はマスク着用、検温、アルコール消毒へのご協力をお願いします。
※一度でも受講してくださいました方には、もれなく修了証書を授与します。

ご 案 内

高知大学次世代地域創造センターでは、
いろいろな学習の場を提供しています。

なんでもお気軽にご相談下さい。

高知大学ラジオコーナー

『 Monthly 高知大学』
～毎月第4金曜日午前10時15分から放送中～

お問合せ先：高知大学次世代地域創造センター
地域サステナビリティ部門

連絡先 ：TEL 088-844-8454／FAX 088-844-8556
E-mail  ：kt10@kochi-u.ac.jp
HP URL ：http://www.kochi-coc.jp/

ご 案 内

Monthly高知大学では、毎月第4金曜日の午前10時
15分からの8分間、高知大学の様々な学びや取り組
み及び大学の最新情報をお届けします。
ぜひお楽しみください！
「radico」（ラジオ視聴用の無料アプリ）をダウン
ロードいただくと、FM高知の放送がスマホでお聴き
いただけます！

HISIX FM高知 http://www.fmkochi.com/
「radico」 http://radico.jp/


